Social Structure of Formosa by 川口, 幸穂
台
湾
の
社
会
構
造
川
口
幸
穂
は
じ
め
に
社
会
構
造
理
論
に
は
様
々
な
定
義
、
方
法
論
が
あ
る
が
、
下
田
直
春
の
意
味
連
関
の
二
項
対
照
性
理
論
を
基
礎
に
し
て
台
湾
の
社
会
構
造
を
分
析
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
の
も
つ
、
「文
化
の
型
」
に
見
ら
れ
る
、
文
化
の
価
値
の
根
幹
を
「社
会
構
造
の
核
」
と
し
、
そ
の
核
を
包
有
す
る
支
配
の
構
造
を
ウ
エ
バ
ー
の
理
論
に
よ
っ
て
統
一
し
、
そ
し
て
支
配
の
中
に
見
ら
れ
る
「支
配
」
と
「被
支
配
」
の
役
割
連
関
を
、
レ
ヴ
ィ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
の
二
項
対
照
性
理
論
に
よ
っ
て
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
台
湾
の
核
に
な
る
の
は
、
宗
族
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
牧
野
巽
が
『
中
国
の
家
族
研
究
』
で
、
展
開
し
て
い
る
説
を
応
用
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
の
家
制
度
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
経
済
政
治
構
造
、
経
済
構
造
に
つ
い
て
は
、
末
尾
に
挙
げ
た
参
考
文
献
を
基
礎
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
枚
数
が
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
、
詳
細
な
説
明
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
台
湾
の
社
会
構
造
に
つ
い
て
の
所
説
は
少
し
明
ら
か
に
で
き
た
と
思
う
。
一
、
三
民
族
の
成
層
社
会
と
結
合
状
態
台
湾
は
、
「外
省
人
」
「内
省
人
」
コ
咼
砂
族
」
の
三
民
族
の
成
層
社
会
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
民
族
の
定
義
の
問
題
で
あ
る
。
河
村
十
才
穂
「
民
族
と
国
家
」
の
定
義
に
よ
る
と
、
民
族
は
主
に
(1
)
人
種
、
(2
)
地
域
の
共
住
、
(3
)
言
語
の
土
ハ有
、
(4
)
文
化
(
1
)
サ
ン
ボ
ウ
の
共
有
が
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
高
砂
族
(正
式
に
は
山
胞
)
を
除
き
「
内
省
人
」
も
「外
省
人
」
も
、
民
族
的
に
は
、
何
の
差
異
も
な
い
。
(
1
)
～
(4
)
ま
で
、
こ
の
両
者
は
共
通
で
あ
る
。
一
七
世
紀
初
頭
ま
で
、
台
湾
島
は
少
数
の
高
砂
族
が
住
む
だ
け
の
未
開
地
で
あ
っ
た
。こ
の
島
に
一
七
世
紀
初
頭
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
前
ま
で
に
中
国
本
土
か
ら
移
住
し
て
き
た
、
中
国
人
が
「
内
省
人
」
で
あ
る
。
第
二
次
世
33
界
大
戦
後
、
中
国
大
陸
の
共
産
化
に
よ
り
、
毛
沢
東
と
の
戦
争
に
敗
れ
・た
将
介
石
の
率
い
る
「
国
府
軍
」
は
、
台
湾
に
亡
命
し
、
そ
れ
と
共
に
、
(
2
)
共
産
化
を
恐
れ
た
一
般
人
の
中
国
人
を
「外
省
人
」
と
呼
ぶ
。
「外
省
人
」
は
、
国
府
軍
の
武
力
を
背
景
と
し
て
、
現
在
の
台
湾
を
掌
握
し
て
い
る
。
「外
省
人
」
も
「
内
省
人
」
も
民
族
と
し
て
は
同
様
で
あ
る
が
、
両
者
の
間
に
は
越
え
難
い
経
済
的
・
社
会
的
な
対
立
が
現
在
で
も
続
い
(m
)
て
い
る
。
台
湾
と
い
う
運
命
共
同
体
に
属
し
な
が
ら
、
常
に
絶
え
ざ
る
葛
藤
が
存
在
す
る
。
「内
省
人
」
に
と
っ
て
先
祖
か
ら
開
拓
し
て
き
た
土
地
を
「外
省
人
」
に
強
奪
さ
れ
た
形
に
な
る
。
事
実
、
内
省
人
の
零
細
農
民
か
ら
、
前
近
代
的
な
物
納
制
を
中
心
と
し
た
米
糖
搾
取
が
行
な
わ
れ
て
(4
)
い
る
。
こ
の
「内
省
人
」
と
「
外
省
人
」
の
葛
藤
の
中
心
は
、
「歴
史
的
・
経
済
的
な
立
場
の
差
」
を
根
幹
と
し
て
い
る
。
内
省
人
の
社
会
を
、
基
本
的
な
構
造
と
す
る
と
外
省
人
の
社
会
は
、
適
応
的
な
構
造
で
あ
る
。
社
会
勢
力
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
一
見
「
外
省
人
」
の
社
会
が
基
本
的
な
構
造
の
よ
う
に
思
考
さ
れ
る
が
、
外
省
人
の
掌
握
し
て
い
る
の
は
政
治
(
5
)
権
力
(公
業
も
含
む
)
に
限
定
さ
れ
る
。
国
府
軍
の
武
力
を
背
景
と
し
て
、
外
省
人
は
権
力
を
掌
握
し
て
い
る
も
の
の
、
内
省
人
の
社
会
が
機
能
を
停
止
す
れ
ば
、
外
省
人
だ
け
で
は
社
会
的
、
経
済
的
に
国
家
を
維
持
し
て
い
く
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
人
口
の
観
点
だ
け
で
も
「外
省
人
」
の
人
口
は
、
約
二
百
万
、
内
省
人
は
約
一
千
万
人
で
あ
る
。
国
府
は
、
内
省
人
の
不
自
由
な
直
接
的
生
産
者
が
ら
丶
剰
余
労
働
を
強
奪
す
る
経
済
外
強
制
(a
u
s
s
e
r
�
k
o
n
o
m
is
c
h
e
r
Z
w
a
n
g
)
を
行
な
い
下
(6
)
部
構
造
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
台
湾
人
と
は
何
か
を
定
義
す
れ
ば
、
「
外
省
人
」
.
(集
団
の
規
模
は
小
さ
い
が
権
力
を
持
つ
集
団
-
南
阿
の
白
人
に
値
す
る
)
に
支
配
さ
れ
る
内
省
人
(集
団
の
規
模
は
大
だ
が
、
権
力
を
も
た
な
い
集
H
(m
a
ss
su
bjec
t
『被
抑
圧
大
衆
』
)
の
総
唱
で
あ
る
。
台
湾
に
対
す
る
国
家
意
識
は
「外
省
人
」
と
「
内
省
人
」
で
は
、
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
具
体
的
に
述
べ
る
と
内
省
人
に
と
っ
て
、
台
湾
は
生
ま
れ
故
郷
で
あ
り
自
己
の
帰
属
す
る
国
家
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
外
省
人
に
と
っ
て
台
湾
は
仮
の
宿
で
あ
り
、
中
国
本
土
が
故
郷
で
あ
る
。
集
団
に
は
「
同
」
と
「制
」
の
二
つ
の
要
素
が
あ
り
、
「
同
」
と
は
共
同
の
対
象
的
な
も
の
に
対
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
人
々
の
間
の
自
我
意
識
の
自
然
的
融
合
で
あ
る
が
、
「
制
」
は
意
志
の
問
の
対
立
と
(
7
)
緊
張
を
含
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
三
民
族
は
経
済
・
国
家
防
衛
の
観
点
で
は
、
「同
」
の
自
我
意
識
の
自
然
的
融
合
を
含
み
つ
つ
、
「
制
」
の
意
志
の
間
の
対
立
と
緊
張
が
あ
る
。
二
、
台
湾
社
会
の
構
造
の
局
面
台
湾
の
文
化
の
中
心
核
(C
O
rC)
に
な
っ
て
い
る
の
は
儒
教
思
想
で
あ
り
、
儒
教
思
想
の
中
か
ら
派
生
し
た
宗
族
で
あ
る
。
儒
教
思
想
の
一
方
の
特
徴
は
現
実
的
で
あ
り
、
現
世
の
秩
序
と
因
襲
を
認
め
る
こ
と
で
34
あ
り
、
他
の
特
徴
は
、
聖
と
俗
を
区
別
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
儒
教
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
と
異
な
り
、
聖
職
者
や
宗
教
組
織
は
イ
エ
も
た
な
い
が
、
教
団
組
織
や
社
会
制
度
の
か
わ
り
に
「家
」
と
い
う
具
体
的
な
社
会
上
、
政
治
上
の
広
い
組
織
を
発
展
さ
せ
儒
教
の
世
界
観
を
家
族
主
義
あ
る
い
は
、
「家
」
信
仰
と
見
ら
れ
る
。
儒
教
の
「
礼
」
の
教
え
は
、
台
湾
人
の
内
面
の
行
為
主
体
の
要
因
(関
心
、
態
度
、
願
望
、
観
念
)
に
同
一
視
さ
れ
る
ほ
ど
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
内
面
化
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
台
湾
人
に
と
っ
て
儒
教
と
は
、
ク
ラ
ー
ク
ホ
ー
ン
の
い
う
「望
ま
し
い
も
の
」
(th
e
d
es
ir
a
b
le
)
S
な
で
あ
る
。
「外
省
人
」
(国
府
)
は
望
ま
し
い
も
の
(反
共
産
主
義
政
策
)
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
は
常
に
正
義
で
あ
り
、
天
道
の
「
礼
」
を
守
る
こ
と
に
な
る
。
台
湾
人
に
お
け
る
個
人
ま
た
は
集
団
が
抱
く
、
明
示
的
ま
た
は
暗
黙
の
価
値
判
断
の
総
体
で
あ
る
価
値
意
識
(<
巴
q
Φ
c
o
n
s
cio
u
sn
ess
)
に
も
、
か
な
う
こ
と
で
あ
る
。
行
為
く台
湾
人
)
は
自
己
の
内
部
の
価
値
意
識
に
基
づ
い
て
、
対
象
(政
治
)
の
う
ち
に
価
値
を
認
め
た
り
、
行
為
の
方
向
(政
策
決
定
)
を
決
定
し
て
い
る
。
言
わ
ば
、
国
民
党
の
政
策
は
、
台
湾
人
の
価
値
に
適
合
し
て
い
る
。
具
体
的
に
述
べ
る
と
「
一
般
化
さ
れ
た
信
念
の
名
(反
共
産
主
義
)
に
お
い
て
、
価
値
を
復
興
(中
国
本
土
の
自
由
化
)
防
衛
(台
湾
防
衛
)
変
革
、
創
造
し
よ
う
と
す
る
運
動
政
策
」
を
国
府
は
と
っ
て
い
る
。
「
外
省
人
」
(国
府
)
の
政
策
に
、
内
省
入
は
従
が
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
台
湾
人
(内
・
外
省
人
)
に
と
っ
て
、
反
共
産
主
義
は
土
ハ通
の
価
値
の
体
系
を
も
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
自
由
主
義
(価
値
)
と
国
民
党
協
力
(態
度
)
は
、
一
組
の
刺
激
1
反
応
の
綜
合
体
を
形
成
し
て
お
り
、
「内
・
外
省
人
」
は
社
会
過
程
(s
o
cia
l
p
ro
c
ess
)
を
通
じ
て
共
通
の
価
値
を
形
成
す
る
。
台
湾
人
に
分
有
さ
れ
た
価
値
の
体
系
は
、
台
湾
の
儒
教
を
中
心
に
し
た
文
化
型
に
対
応
し
て
い
る
。
家
族
主
義
ま
た
は
家
信
仰
に
お
い
て
国
府
(外
省
人
)
は
「父
」
に
相
当
し
、
礼
を
使
行
す
る
代
行
者
な
の
で
・
あ
る
。
「
父
」
に
「子
」
(内
省
人
)
は
服
従
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
儒
教
思
想
か
ら
生
ま
れ
た
「宗
族
」
の
制
度
は
、
家
父
長
制
が
中
心
で
あ
り
、
家
父
長
制
度
は
中
央
集
権
制
度
・
封
建
制
度
へ
通
ず
る
要
素
が
強
い
。台
湾
の
社
会
構
造
を
明
確
に
す
る
、
社
会
構
造
の
方
法
論
と
し
て
レ
ヴ
ィ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
の
構
造
主
義
理
論
を
応
用
す
る
も
の
と
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
二
項
対
照
性
理
論
を
、
台
湾
の
社
会
構
造
に
お
い
て
応
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
レ
ヴ
ィ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
社
会
ど
は
意
味
の
世
界
で
あ
り
、
社
会
的
事
象
の
意
味
は
、
そ
の
事
象
ど
関
連
し
あ
っ
て
い
る
諸
要
素
と
の
意
味
連
関
の
統
一
的
世
界
を
離
れ
て
は
把
握
し
え
な
い
と
し
て
い
る
。
台
湾
人
の
認
識
の
対
象
と
し
て
、
儒
教
思
想
に
お
け
る
「
天
」
と
「
地
」
が
あ
る
。
「天
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
を
超
越
す
る
超
越
神
で
あ
り
、
絶
対
神
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
間
接
呈
示
的
関
係
で
あ
る
35
「
地
」
は
、
現
世
で
あ
り
浮
世
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
社
会
全
体
の
中
で
の
社
会
関
係
と
し
て
、
「内
」
と
「外
」
が
あ
る
。
二
項
対
照
的
認
識
に
お
い
て
の
「内
省
人
」
と
「外
省
人
」
の
「内
」
と
「外
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
認
識
と
し
て
ほ
、
絶
対
的
対
立
の
概
念
で
は
な
く
、
相
互
移
項
関
係
で
あ
る
。
台
湾
社
会
は
、
こ
の
二
つ
の
二
項
対
照
的
意
味
連
関
の
統
一
体
と
し
て
成
立
す
る
が
、
も
っ
と
、
こ
れ
を
見
当
し
て
み
る
と
、
実
は
台
湾
社
会
に
は
、
こ
の
意
味
連
関
が
、
社
会
的
相
互
作
用
の
あ
り
方
に
一
定
の
持
続
的
な
パ
タ
ー
ン
を
与
え
る
も
の
と
し
て
定
型
さ
れ
、
制
度
的
に
構
造
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
す
な
わ
ち
社
会
の
構
造
も
、
自
然
界
の
構
造
を
認
識
す
る
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
意
味
連
関
の
二
項
対
照
性
と
二
項
対
照
的
意
味
連
関
の
連
鎖
に
注
目
し
て
、
そ
れ
ら
が
定
型
化
さ
れ
制
度
化
さ
れ
た
連
関
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ソ
ウ
ゾ
ク
台
湾
の
「
社
会
構
造
の
核
」
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
「宗
族
」
で
あ
C
　
)
る
。
宗
族
は
、
絶
対
的
家
長
制
度
に
基
づ
く
、
儒
教
を
根
幹
と
し
た
家
族
制
度
で
あ
る
。
二
項
対
照
的
意
味
連
関
と
は
「家
長
」
と
「幼
卑
」
で
あ
る
。
家
長
は
幼
卑
を
「
養
う
も
の
」
「
敬
わ
れ
る
も
の
」
で
あ
り
、
幼
卑
は
家
長
に
対
し
て
「
養
わ
れ
る
も
の
」
「
敬
う
も
の
で
あ
る
。
家
長
は
幼
卑
に
「仕
え
ら
れ
る
も
の
」
で
あ
り
、
幼
卑
は
家
長
に
「仕
え
る
」
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
宗
族
は
、
こ
の
よ
う
な
二
項
対
照
的
意
味
連
関
が
、
儒
教
思
想
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
結
合
し
あ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
家
長
」
の
意
味
は
、
「幼
卑
」
の
意
味
を
前
提
と
し
て
い
る
。
台
湾
社
会
の
中
に
お
け
る
、
ミ
ク
ロ
的
な
「家
長
」
と
「
幼
卑
」
の
関
係
は
社
会
構
造
に
お
け
る
マ
ク
ロ
的
な
「内
省
人
」
と
「
外
省
人
」
に
お
け
る
「内
と
外
」
の
関
係
に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「家
長
」
と
「幼
卑
」
の
関
係
は
「外
省
人
『
(国
府
)H
家
長
』
と
内
省
人
(幼
卑
)」
の
マ
ク
ロ
的
な
二
項
対
照
的
意
味
連
関
に
お
い
て
な
り
た
つ
も
の
で
あ
る
。
人
間
の
会
話
に
お
い
て
も
、
「話
し
て
手
」
と
「聞
き
手
」
が
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
役
割
は
「能
動
の
形
」
と
そ
れ
に
対
応
す
る
「受
動
の
形
」
が
あ
る
。
こ
の
二
者
の
型
と
で
も
言
う
べ
き
、
役
割
の
型
と
い
っ
た
も
の
が
、
社
会
に
お
い
て
も
存
在
す
る
と
思
う
。
で
は
台
湾
の
社
会
に
お
い
て
、
こ
の
固
定
化
し
た
役
割
の
型
は
、
ど
の
よ
う
な
型
で
存
在
す
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
前
述
し
た
外
省
人
(家
長
)
と
内
省
人
(幼
卑
)
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
マ
ク
ロ
的
"核
"
に
お
け
る
「内
と
外
」
の
関
係
は
限
定
的
移
項
関
係
で
あ
り
、
相
互
的
移
項
関
係
で
は
な
い
。
内
省
人
と
外
省
人
の
支
配
関
係
が
入
れ
替
る
と
か
、
主
従
関
係
が
消
滅
し
、
並
列
的
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
の
状
況
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
を
経
済
構
造
で
見
れ
ば
、
内
省
人
の
社
会
が
根
幹
で
あ
り
、
台
湾
の
産
業
の
根
幹
で
あ
る
内
省
人
農
民
が
、
「
下
部
構
造
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
外
省
人
は
、
政
治
権
力
(国
府
軍
の
物
理
的
強
制
力
を
背
景
と
し
た
)
を
も
ち
、
公
業
(基
幹
産
業
の
独
占
)
に
よ
る
、
私
業
(内
省
人
企
業
)
の
搾
取
と
い
っ
た
形
態
を
見
る
と
、
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上
部
構
造
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
外
省
人
と
内
省
人
の
関
係
は
以
上
の
社
会
構
造
①
上
部
構
造
と
下
部
構
造
、
②
搾
取
と
被
搾
取
、
③
生
産
と
非
生
産
、
④
支
配
と
被
支
配
、
の
四
つ
の
関
係
に
な
る
。
σ
三
、
内
省
人
の
社
会
構
造
と
外
省
人
の
社
会
構
造
の
比
較
内
省
人
の
社
会
構
造
と
外
省
人
の
社
会
構
造
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
明
確
に
し
、
両
者
の
社
会
関
係
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
内
省
人
の
社
会
構
造
の
核
は
、
宗
族
で
あ
り
、
長
幼
の
序
を
中
心
と
す
る
家
父
長
制
度
に
お
い
て
、
家
長
に
相
当
す
る
の
が
、
土
豪
、
士
紳
で
あ
る
。
土
豪
・
士
紳
は
宗
族
の
有
力
者
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
中
地
主
、
大
地
主
で
も
あ
り
、
そ
の
社
会
的
勢
力
は
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
土
豪
、
士
紳
達
は
、
正
当
的
支
配
を
維
持
し
て
き
た
。
正
当
的
支
配
と
は
、
二
項
の
間
(土
豪
・
士
紳
と
零
細
農
民
)
で
、
他
方
(零
細
農
民
)
が
、
自
己
の
意
志
に
反
し
て
も
、
そ
れ
に
従
が
う
義
務
を
負
う
関
係
が
、
正
当
な
秩
序
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
あ
る
。
支
配
す
る
も
の
(土
豪
、
士
紳
)
と
、
支
配
さ
れ
る
も
の
(零
細
農
民
)
と
が
、
儒
教
に
よ
る
「
家
長
制
」
を
、
媒
介
的
契
機
と
し
て
結
合
し
、
権
力
関
係
の
非
対
称
性
を
正
当
な
も
の
と
し
て
、
承
認
し
あ
っ
て
い
る
状
態
を
言
う
場
合
で
あ
る
。
「
正
当
的
支
配
に
は
"
一
定
最
小
限
(
9
)
の
服
従
意
欲
"
を
支
配
関
係
の
目
や
す
と
し
て
い
る
が
」
こ
の
根
元
は
、
儒
教
思
想
に
よ
る
「
長
幼
の
序
」
を
根
幹
と
し
て
い
る
。
ウ
エ
バ
ー
は
こ
の
よ
う
な
支
配
の
成
立
根
拠
を
"
正
当
性
の
信
Qr5
(L
egq
itim
it�
ts
g
la
u
b
e
)
に
求
め
た
が
、
「
儒
教
思
想
」
が
、
台
湾
人
に
と
っ
て
正
当
性
の
信
念
に
あ
た
る
。
さ
ら
に
ウ
エ
バ
ー
は
正
当
性
の
支
配
を
「合
法
的
支
配
」
「
伝
統
的
支
配
」
「
カ
リ
ス
マ
的
支
配
」
の
三
類
型
に
分
類
し
た
が
(土
豪
、
士
紳
)
と
零
細
農
民
の
関
連
は
、
伝
統
的
支
配
に
相
当
す
る
。
日
本
の
封
・建
制
度
、
あ
る
い
は
、
第
二
次
大
戦
以
前
の
地
主
と
小
作
関
係
の
よ
う
に
、
台
湾
人
に
と
っ
て
、
地
方
の
有
力
者
で
あ
る
土
豪
、
士
紳
に
対
し
て
は
、
従
属
の
無
意
識
な
心
理
が
、
は
た
ら
き
、
権
威
あ
る
い
は
威
光
と
い
っ
た
抑
圧
感
を
抱
く
の
で
あ
る
。
戦
前
の
天
皇
に
対
す
る
日
本
人
の
忠
誠
心
と
相
似
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ー
台
湾
に
お
い
て
、
勢
力
を
ふ
る
う
土
豪
や
、
士
紳
達
は
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の
『
大
地
』
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
地
方
の
農
民
達
と
、
直
接
的
に
結
び
つ
き
、
家
父
長
制
度
の
家
長
と
し
て
、
そ
の
富
と
権
力
を
一
手
に
集
中
し
て
い
た
。
台
湾
の
農
地
改
革
以
前
は
、
家
産
制
が
色
濃
く
残
存
し
て
、
ま
る
で
、
江
戸
時
代
の
地
主
と
小
作
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
、
大
地
主
が
解
体
さ
れ
、
地
作
農
が
増
加
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
身
分
的
支
配
が
見
ら
れ
る
。
内
省
人
の
社
会
構
造
が
二
百
年
の
歴
史
を
経
て
、
家
産
制
支
配
に
お
け
る
身
分
的
支
配
を
形
成
し
た
の
に
対
し
て
、
外
省
人
は
、
わ
ず
か
三
十
五
年
の
歴
史
し
か
経
て
い
な
い
。
単
的
37
に
言
え
ば
、
清
朝
の
制
度
が
移
項
し
、
台
湾
に
定
着
し
た
と
言
っ
て
良
い
。
「清
の
政
治
構
造
は
、
少
数
の
満
州
人
に
よ
る
、
中
国
人
支
配
で
あ
る
。
清
朝
は
、
そ
の
支
配
の
基
礎
を
八
旗
の
軍
事
力
に
お
い
た
。
」
清
朝
の
政
策
と
国
府
の
政
策
は
、
こ
こ
で
は
詳
細
し
な
い
が
、
相
似
し
て
　o
　
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
外
省
人
の
社
会
も
宗
族
が
「
ミ
ク
ロ
的
核
」
そ
し
て
家
産
制
支
配
が
、
中
間
子
的
核
で
あ
る
。
そ
し
て
、
中
聞
子
的
核
の
家
産
制
を
包
有
す
る
の
が
、
清
朝
時
代
の
政
策
を
踏
襲
し
た
近
代
的
官
僚
制
支
配
で
あ
る
。
外
省
人
と
、
内
省
人
の
社
会
構
造
の
差
は
、
こ
の
近
代
的
官
僚
支
配
で
あ
り
、
こ
れ
を
除
け
ば
形
態
上
の
諸
特
性
間
に
お
い
て
相
似
的
で
あ
る
。
無
論
、
こ
の
近
代
的
官
僚
制
が
、
「
内
、
外
省
人
」
両
者
を
、
支
配
す
る
の
で
あ
る
が
。
こ
の
両
者
の
集
団
に
お
い
て
は
、
絶
え
ざ
る
コ
ン
フ
リ
ク
ト
(c
o
n
flict)
が
存
在
す
る
。
外
省
人
の
内
省
人
へ
の
支
配
は
、
前
述
し
た
如
く
正
当
支
配
で
は
な
く
、
強
制
支
配
の
典
型
的
な
タ
イ
プ
で
あ
る
。
強
制
支
配
の
構
造
と
は
、
服
従
者
の
服
従
意
欲
が
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
配
者
の
絶
対
権
力
、
な
い
し
は
、
暴
力
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
強
大
な
軍
事
力
に
よ
っ
て
有
無
を
言
わ
さ
ず
服
従
せ
し
め
る
場
合
の
構
造
で
あ
る
。
内
省
人
は
、
外
省
人
の
権
力
を
恐
れ
て
、
た
だ
服
従
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
内
部
的
な
反
抗
を
、
緩
和
す
る
社
会
的
装
置
を
欠
く
支
配
体
制
で
あ
り
、
権
力
を
頂
点
に
集
中
さ
せ
、
寡
頭
制
へ
の
傾
向
が
、
強
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
大
衆
(内
省
人
)
に
と
っ
て
強
制
的
抑
圧
の
機
構
の
可
能
性
が
大
と
な
る
。
国
府
は
、
前
述
し
て
き
た
、
中
国
思
想
の
核
と
な
る
べ
き
儒
教
思
想
に
お
け
る
家
父
長
制
度
ま
で
利
用
し
た
。
国
府
は
ま
さ
に
家
長
で
あ
り
、
内
省
人
は
幼
卑
で
あ
る
。
家
長
が
幼
卑
に
何
を
し
よ
う
が
幼
卑
は
反
抗
で
き
な
い
。
こ
れ
が
例
え
強
制
支
配
の
構
造
に
し
て
も
、
安
定
済
お
よ
び
凝
固
剤
に
な
っ
て
い
る
。
社
会
構
造
を
一
定
の
規
範
的
秩
序
と
す
る
考
え
方
は
、
理
論
社
会
学
の
一
つ
の
有
力
な
方
法
で
あ
る
。
下
田
直
春
に
よ
る
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
価
値
体
系
分
折
に
よ
れ
ば
「社
会
に
は
一
定
の
共
通
価
値
体
系
が
制
度
化
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
人
々
が
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
体
系
に
内
面
化
す
、
る
こ
と
に
よ
り
、
人
々
の
社
会
的
行
為
は
、
そ
の
社
会
独
自
の
価
値
志
向
の
パ
タ
ー
ン
に
支
配
さ
れ
る
。
そ
の
価
値
志
向
の
パ
タ
ー
ン
が
、
人
々
の
制
度
化
さ
れ
た
役
割
口
期
待
の
相
互
補
完
的
関
係
を
規
定
す
る
社
会
構
造
の
原
理
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
所
与
の
社
会
構
造
は
、
そ
の
社
会
に
お
け
る
価
値
志
向
の
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
分
折
さ
れ
る
。
」
と
し
C　
)
た
。現
代
で
も
、
台
湾
に
お
い
て
同
姓
不
婚
の
制
が
、
現
代
の
社
会
通
念
と
し
て
生
き
て
い
る
よ
う
に
、
儒
教
思
想
は
抜
き
難
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
を
台
湾
の
社
会
構
造
に
応
用
す
る
と
台
湾
に
は
、
儒
教
思
想
に
お
け
る
、
一
定
、
共
通
の
価
値
体
系
が
制
度
化
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
人
々
が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
体
系
の
う
ち
に
内
面
化
す
る
こ
と
に
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よ
り
、
(台
湾
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
特
徴
は
、
権
威
主
義
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
)
人
々
の
社
会
的
行
為
は
、
家
父
長
制
度
を
中
心
に
し
た
価
値
志
向
の
パ
タ
ー
ン
に
支
配
さ
れ
る
。
こ
の
家
父
長
制
の
パ
タ
ー
ン
が
、
人
々
の
制
度
化
さ
れ
た
役
割
i
外
省
人
の
場
合
は
、
国
府
に
よ
る
内
省
人
の
抑
制
、
支
配
、
内
省
人
の
場
合
は
、
国
府
に
対
す
る
労
働
の
奉
仕
、
期
待
1
外
省
人
の
場
合
は
、
内
省
人
へ
の
国
府
へ
の
従
属
と
、
労
働
に
よ
る
国
家
財
政
の
増
収
、
内
省
人
の
場
合
は
、
国
府
に
よ
る
内
省
人
に
対
す
る
優
偶
と
労
働
に
対
す
る
高
額
の
奉
酬
の
相
互
補
完
関
係
を
規
定
す
る
ー
社
会
構
造
の
原
理
で
あ
る
。
内
省
人
が
、
外
省
人
の
支
配
に
甘
ん
じ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
し
く
、
こ
の
原
理
が
制
度
(人
々
が
社
会
的
に
関
係
し
、
結
合
し
あ
う
場
合
の
一
定
の
行
動
様
式
の
背
後
に
あ
っ
て
、
相
互
主
観
的
に
承
認
さ
れ
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
無
意
下
に
し
て
い
る
意
味
連
関
の
あ
り
方
の
原
理
を
い
う
。)
と
し
て
持
続
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
制
度
が
、
台
湾
の
社
会
構
造
の
凝
固
済
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
言
い
直
す
と
、
(1
)
内
省
人
と
外
省
人
の
主
従
関
係
を
基
礎
と
し
て
、
(2
)
こ
の
主
従
関
係
の
上
下
的
二
項
連
鎖
に
よ
る
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
的
派
閥
的
集
団
を
形
成
し
、
(3
)
そ
の
「
内
・
外
省
人
」
集
団
が
、
宗
族
の
家
父
長
的
権
力
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
た
(4
)
家
父
長
的
大
家
族
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
戦
前
の
天
皇
を
父
と
し
、
国
民
は
天
皇
の
臣
民
で
あ
る
と
い
う
日
本
の
旧
天
皇
制
度
に
相
似
的
で
あ
る
。
総
括
と
結
論
常
に
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
存
在
す
る
相
似
的
な
二
集
団
に
お
い
て
、
儒
教
思
想
に
お
け
る
家
長
と
幼
卑
の
二
項
対
象
が
、
主
と
従
の
意
味
関
連
を
形
成
し
、
反
発
、
分
離
し
よ
う
と
す
る
二
集
団
を
、
反
共
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
凝
固
剤
と
な
り
連
鎖
し
、
公
業
に
癒
着
す
る
私
業
(内
省
人
に
お
け
る
土
豪
、
士
紳
の
土
着
資
本
)
が
、
経
済
的
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
二
集
団
を
、
中
国
文
化
が
包
有
し
、
こ
゜
の
中
国
文
化
を
ま
た
包
有
す
る
の
が
、
台
湾
国
と
し
て
の
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。註(1
)
河
村
十
才
穂
「
民
族
」
『
民
族
と
国
家
』
(
講
座
社
会
学
)
人
種
-
五
頁
地
域
の
共
住
ー
八
頁
言
語
の
共
有
-
十
頁
文
化
の
共
有
ー
=
三
頁
こ
の
共
通
の
テ
ー
ゼ
は
、
台
湾
の
独
立
と
中
国
の
支
配
か
ら
自
国
を
防
衛
す
る
こ
と
で
あ
る
。
国
際
関
係
か
ら
見
れ
ば
、
ソ
連
、
中
国
と
い
っ
た
共
産
主
義
と
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
・
E
C
と
い
っ
た
資
本
主
義
の
狭
間
に
位
置
し
、
資
本
主
義
大
国
は
、
台
湾
を
軍
事
現
に
重
要
ポ
イ
ン
ト
と
し
、
資
本
投
下
軍
事
援
助
に
よ
り
、
台
湾
の
的
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
が
、
か
ら
ま
り
相
互
作
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
現
代
の
台
湾
の
社
会
構
造
を
維
持
し
て
い
る
。
(
2
)
鈴
木
明
『
誰
も
書
か
な
か
っ
た
台
湾
』
サ
ン
ケ
イ
・
ド
ラ
マ
ブ
ッ
ク
ス
゜
昭
和
五
十
四
年
=
ハ
～
一
七
頁
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(
3
)
鈴
木
明
同
右
サ
ン
ケ
イ
・
ド
ラ
マ
ブ
ッ
ク
ス
一
八
一
頁
(
4
)
劉
進
慶
『
戦
後
台
湾
経
済
分
析
』
東
京
大
学
出
版
会
=
二
六
頁
(
5
)
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